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　高校時代に書道を選択して以来、遠ざかっていた書道ですが、
知人に誘われ、富屋地区市民センターで開催されていた書道講座
に参加しました。それから十数年間、書道を楽しんできました。　
作品は、とみやふるさと祭りや、総合文化センターで行われる展
示会に出品し、恥ずかしながら多くの方に見ていただく機会を得
ました。
　最近では、下金井町集会所の新築に当たり、建造の年月日や、
施主・施工業者などを記した棟

むな
札
ふだ
を書いてほしいという話をいた

だきました。木札に書くのは紙に書くのとは違い緊張しましたが、�
こんな機会は二度とないだろうと思い、心を込めて書きました。
これからも筆を持ち、心落ち着く時間を過ごしたいと思います。

（下金井町自治会　金田　千明）

書　　　道 筆をもって心落ち着く生活

 みんな いきいき！　３Ｂ体操 
　富屋地区健康づくり推進連絡協議会では、富屋地区での皆さんの健康づくりのため
の活動を行っています。令和４年度は、富屋地区市民センターにおいて７月から１月
にかけて年６回「３Ｂ体操教室」を開催しています。
　３Ｂ体操は、音楽に合わせベルやボールを使用して行う体操で、性別・年齢に関係
なく誰もが楽しめる体操です。体操を通して体をほぐしたり、筋力をつけたりするこ
とも期待できます。参加者の皆さんからは、�
「音楽に合わせて運動ができて楽しい」「運動
して、体が伸びてすっきりした」と好評です。
　コロナ禍でありますが、感染予防対策を行
いながら皆さん元気に活動しています。

※�令和４年度は定員に達しましたので、募集
は終了しております。

健康づくり推進員の募集を行っております。
ぜひ、一緒に活動してみませんか。
ご興味がある方は、保健福祉グループ
（☎665－3698）へご連絡下さい。



富屋に学ぶ子どもたち
校長　加藤　悦宏

　晃陽中学校では「（生徒が）来てよかった、（保護者が）行かせてよかった」と思える学
校づくりに取り組んでいます。そのため、生徒の声に耳を傾け、生徒が活動の主体となる
よう心がけています。
　写真は、中学生が出身小学校を訪問して実施する「晃陽地域学校園あいさつ運動」の様
子です。今年は生徒会役員に加えて、ボランティア参加者を募集したところ、たくさんの
生徒が手を挙げてくれました。
　他にも、生徒会執行部が「ユニセフ・ウクライ
ナ支援募金」への協力を呼びかけました。執行部
がウクライナの状況や募金するお金がどのように
使われるのかを事前に調べてみんなに伝えたうえ
で協力をお願いしました。
　これからも「生徒がいきいきと活動できる学校」�
を目指してまいりますので、ご支援ご協力をお願いいたします。

○晃陽中学校「晃陽中は生徒が主役！」

　今年も、富屋
地区のあちらこ
ちらで夏を彩る
ホタルを観るこ�
とができました。

　まちづくり連絡協議会文化活動部会
では、毎年６月から７月にかけてホタ
ルの発生状況を調べ、マップにまとめ
ています。マップに示されたように、
今年も、大網・田中ホタルの里・西根
ホタルの里・下金井・下横倉・上金井・
上横倉などで発生を確認することがで
きました。特に、上横倉・大網では、
数えきれないほどのホタルが飛び交っ
ていました。ホタルの多くはゲンジボ
タルですが、ひと回り小さいヘイケボ
タルも観ることができました。
　また、地区内外からも多くの人が訪
れ、幻想的なホタルの光にうっとり。
時の経つのを忘れてその光景に浸って
いました。

とみやの夏の風物詩「ホタル」



ふ る さ と 再 発 見 � 下町薬師堂の六地蔵
　徳次郎町下町薬師堂の境内に、３体の石仏が並んでいます。こ�
のうち向かって左端が、六地蔵と呼ばれる石仏です。六地蔵は衆
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・人間・天上）において、その苦しみを等しく救っ�
てくれる六道救済の仏様と説かれています。このため地蔵信仰は�
平安時代から盛んになり、江戸時代には庶民の間に深く愛され、�
浸透してきました。当境内のものは「一石六面幢

どう

六地蔵」と呼ば�
れる形式で造られ、石柱６面に６体の像が陽刻されています。
　全体の高さは203㎝、６面に檀
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地蔵菩薩などの地蔵が、順番に彫り込まれています。銘文には享�
保16年（1731）の建造年代と、寄進者である「奉供養十九夜念仏�

講中」の文字が刻まれています。石仏の材料にはきめの細かい地元産徳
とく
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が使われ、ま�
た保存状態も良いことから、今も美しい姿で人々を見守っています。（文化財調査員　池田　貞夫）

　富屋小学校や晃陽中学校のＰＴＡ会長として活躍されてきた金
田淳さん（下町）が、ＰＴＡの全国組織である日本ＰＴＡ全国協
議会の会長に６月21日に就任されました。
　金田さんに会長就任の抱負を伺いました。

　地元である富屋でのＰＴＡ活動の経験を生かし、全国の
子供達の健全育成に全力を注いで参ります。学校・家庭・
地域の連携はとても重要です。みんなで力を合わせ、楽し
く子供達を育てていきたいです。

　益々のご活躍を祈念いたします。

　平成27年度から続けて開講されている「富屋の自然・歴史・文化財ガイド養成講座（全
５回）」が６月から７月にかけて行われ、地区内外から25名の方が参加しました。宇都宮
市文化財調査員の池田貞夫さんをメイン講師とし、第１回「とみやふるさと散策マップ解
説」、第２回「智賀都神社本殿の建築物」、第３回現地研修「田川東岸の史跡を訪ねる」、
第４回「宇都宮と富屋の城館跡」第５回「富屋の仏像と石仏」と講義と共に現地に出向い
ての視察も含む充実した講座でした。参加者の皆さんからは、「毎回新しい発見があり、
楽しい講座でした。」などの感想が寄せられました。

参加者の皆さん 現地研修　御岳山

金田淳さん、日本ＰＴＡ全国協議会会長に！

富屋の自然・歴史・文化財ガイド養成講座



富屋地区のデータ
（令和４年８月末現在）
世帯数	 1,603世帯
総人口	 3,441人
男　性	 1,636人
女　性	 1,805人

富屋地区まちづくり連絡協議会
　〒321－2116
　宇都宮市徳次郎町80番地２
（富屋地区市民センター内）

　☎028－665－0002，1663

編集・発行
今後の主な事業計画

11月６日㈰　とみやふるさとまつり
１月８日㈰　		二十歳を祝う成人のつ

どい
１月９日㈷　タコあげ大会

　６月26日㈰に、富屋地区球技大会が開
催されました。コロナ禍での開催というこ
ともあり、ボウリング・ソフトボール・グ
ランドゴルフの３種目を実施しました。
　幅広い年齢層の方々が集い、持てる力を�
十分に発揮し、和気あいあいと競技が進み、�
地区のまとまりも一層深まったようです。
　結果は次のとおりです。

総合優　勝　南　部
〃 準優勝　北　部
〃 第３位　中　町

　富屋生涯学習センター主催による「とみ
や女性学～地域デビュー応援講座～」が、
６月から７月にかけて３回、開催されまし
た。講師の話を受けて、カラーリーフを寄
せ植えしたり、ストレッチをしたり、アロ
マでオリジナル化粧水・乳液を作ったりし
て充実した時間を過ごしました。

　田中自治会が市の補助金を受け、今年の正月明けから新築工事に入っていた屋台収蔵庫
が３月末に完成しました。間口６ｍ、奥行７ｍ、高さ7.5ｍの立派な収蔵庫です。
　田中自治会長矢田部守さんは、「屋台がすっぽり入り、使いやすい倉庫ができ、屋台組立�
て時に雨の心配をすることもなくなり安心しました。自治会の皆さんが建設に賛同してく
ださり、古い倉庫の解体作業を始め様々なことに協力くださったことに感謝の気持ちで
いっぱいです。」と話されていました。

収蔵庫に納めた屋台の前で田中自治会の皆さん

「富屋地区球技大会」開催 「とみや女性学」開催

屋台収蔵庫が完成しました！ 田中自治会


